








結論 

 HBV関連の膜性腎炎でHBeAgを抗原とするICが糸球体基底膜やメザンギウムの各所に沈

着しているのを示唆する所見が得られた。この所見は Heymann 腎炎などの in situe IC 形

成機序を介して発症する膜性腎炎とは異なり,CIC の糸球体係蹄壁への沈着により発症す

ることを示唆しているものと考えられた。 


